
義務教育学校における、地域とともに進める地域学習カリキュラムの作成 （兵庫県姫路市） 

姫路市立白鷺小中学校（義務教育学校） 
 

 ・平成２１年度 城巽小学校・城南小学校を統合し、白鷺小学校を開校 
           白鷺小学校・白鷺中学校をモデル校として本市小中一貫教育の実践開始 
  ・平成２９年度 白鷺ブロックに姫路型学校運営協議会（要綱に基づく）を設置 
            義務教育学校移行を含め、学校の課題を地域・保護者とともに検討 
   ・平成３０年度 白鷺小学校・白鷺中学校を統合し、義務教育学校白鷺小中学校を開校 
             教育委員会規則に定め、地教行法に基づく学校運営協議会に移行 
             ４部会を編成し、義務教育学校のカリキュラム作成の研究開始 

【学校教育目標】  
 確かな学力を基盤とした総合的な人間力の育成 

学校運営協議会 

カリキュラム作成協議会 
（コーディネート会議） 

生活部 
 
・登下校安全指導 
・子供１１０番…等 
 

学習部 
 
・学習サポート 
・白鷺学  ……等 
 

交流部 
 
・学校・地域行事 
・和太鼓、よさこい 
・愛城会 ……等 

環境部 
 
・校内外環境整備 
・小動物等の世話 
       ……等 

  〈 推進組織 〉 
 「白鷺学校運営協議会」の下部組織として、
全教職員、ＰＴＡ役員、地域住民が、４つの部
会に分かれ、義務教育９年間を見通した学校
支援の取組推進や環境整備に努める。 

 本事業を受け、４部会のコーディネート会議
を立ち上げ、各部会における活動や実践研究
を整理・調整し、カリキュラム作成に反映する。 

カリキュラム実践を通じて、 
目指す子供像 

地域の子供に育むべき 
資質・能力 

子供の現状（課題） 

これまでの研究実践 

地域の思い・期待 

保護者の願い 

■学力向上 
 以前から取り組んできた「自学力」の取組を一層推進し、 
 自ら課題を見出し「探究学習」に取り組むことができる。 
■人間関係力育成 
 コミュニケーション力を高め、地域のたくさんの人との 
 関わりの中で、自分の思いを伝えることができる。 
■キャリア教育 
 地域への誇りと愛情を持ち、将来の地域を担う人材となる。 
 夢を持ち、社会の中で適切に自分の道を選択できる。 

学校・地域・家庭の
三者で検討→共有 



【現在の検討課題】 
・白鷺学（ふるさと学習）も内包した、義務教育学校としてのカリキュラムの全体像（内容） 
・育成する資質、能力の視点も含めた、地域とともに育成する「目指す子供像」 
  ※素案：「各教科での学習や様々な人の立場・視点をふまえ、学び合い、探究し続ける子供」 
 

白鷺学カリキュラム（体系図） 【案】 

あきとともだちになろう （生活科） 
 

１年 
 

お店たんけんに行こう 
（生活科） 

２年 
 

白鷺やさしさ調査隊 
（道徳） 

３年 
 

わたしたちの町ピカピカ大作戦 
（社会科・国語科） 

４年 
 

わがまち姫路へようこそ～商店街活
性化プロジェクト～  （社会科） 

５年 
 

姫路城プラスワン！姫路の魅力を
発信しよう  （国語科・社会科） 

６年 
 

太鼓の皮はり  （道徳・社会科） 
お城学習   （技術科） 

７年 
 

姫路空襲から学ぶ 
（道徳・社会科） 

８年 
 

ＡＣＥ学習  （総合的な学習） 
 ※課題探究学習（個人研究） 

９年 
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二階町商店街 
西二階町商店街 

市立図書館 
兵庫県盲導犬協会 

校区連合自治会長 
姫路市美化業務課 

西二階町商店街振興
組合…他 

歴友会（芳賀氏） 
神戸新聞ＮＩＥ推進室 

太鼓屋六衛門 
姫路城総合管理室 

地域住民（スクール
ヘルパー副会長） 

※必要に応じ、各自
が探す 

【学習部】 

地域住民等によるゲス
トティーチャーや学習
支援活動 

教科書単元を適切にカ
リキュラムに位置付け 

【環境部】 

児童生徒とともに、ラ
ベンダー等の植栽。 

以前からの学習
活動を整理・再編 

土曜学習会（楷の木サタデー
スクール）における、指導ボラ
ンティアによる学習支援 

学校運営協議会によるボラ
ンティア募集（「人財バンク」） 

授
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